
春日井市民病院

ポリファーマシーの運用手順
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受診前 受診日 受診後
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受診前 受診日 受診後
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調剤薬局 春日井市民病院（薬剤科）患者

①処方調整意向を確認

②処方調整希望

③薬剤師外来予約の
電話希望日時を確認

④「服用薬剤調整シート※ 」
をFAX送信
※春日井市民病院薬剤科のホーム
ページにあります。 ⑤診療科受診前に

薬剤師外来の受診を説明
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□現在の服用薬の剤数

□本人・家族の処方見直しの同意

□薬剤師外来の予約電話希望日時

□現在の患者状況

1.服薬管理能力の低下

2.特に慎重な投与を要する薬剤の有無

3.同効薬の重複処方

4.処方意図が不明な薬剤

5.薬物間相互作用

6.肝・腎機能の低下により

減量の必要のある薬剤

7.服用していない薬剤

□処方内容見直しの対象薬剤

（診療科・薬剤名）

□備考（現在の服用薬一覧など）

服用薬剤調整シート
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受診前 受診日 受診後
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調剤薬局

春日井市民病院

患者

①薬剤師外来にて患者問診し、医師に情報提供

②主治医が診察の上、
減薬可能の際に処方内容に反映

③「服薬情報提供書」で調剤薬局へ情報提供

処方箋お渡し

④処方調整された場合、次回の薬剤師外来を予約
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服薬情報提供書は別名、

トレーシングレポートと言います。

左記の文書では調剤薬局、病院の

相互の情報提供を行うことができます。

□患者が情報提供に同意しているか

□連絡理由

□連絡事項

服薬情報提供書（トレーシングレポート）
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受診前 受診日 受診後
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調剤薬局 春日井市民病院患者

③4週間減薬継続すれば、
服用薬剤調整支援料を算定

①薬剤師外来にて、
調整後の症状を問診

②主治医が継続検討
処方箋お渡し

④「服薬状況提供書」で
情報提供

「服薬情報提供書」FAX
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●減薬前に6剤以上服用
●2剤以上減薬
●4週間以上減薬継続
●月1回算定

服用薬剤調整支援料算定条件について

対象外
・頓服、外用薬
・開始4週間以内の薬剤
・配合剤への変更
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